
① 計画 （Plan）

② 実施 （Do）

③ 振り返り（Check）

④ 改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 計画的な土地利用の推進

基本事業名 土地活用の総合的推進

事業名 立地適正化計画策定事業 総事業費 1,760 千円

事業の意図
西之表市の将来像について市民へ分かりやすく周知を行い、理解を得るとともに、その実現に向けどうし

ていくのかを明確に示し、持続可能な社会生活を構築する。

事業の実績

と成果

取組内容 都市計画審議会での意見聴取や経営会議を経て計画を策定し、令和４年10月に公表した。

成 果 国や県との協議に不測の日数を要したが、都市計画審議会等を経て計画策定をすることができた。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

今後は都市計画マスタープラン等上位計画や関連計画と整合を図りながら、コンパクトなまちづくりを推進してい

くことが必要である。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

今後は定期的に本計画の分析・評価を行い、必要に応じて見直しを行うなど、計画策定後の適切な進行管理が必要

である。

2023年度方向性 計画の進捗管理を行う。

【参考資料】  

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明
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事業実施上の課題

（事業担当者記入）

計画策定に向け、策定委員会を設置し専門的見地から議論を進めるとともに、市民アンケートで把握した市民の意

見・意向を反映させた計画とすることが重要である。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

都市計画マスタープランの改定へ向けた作業は予定どおり進捗している。引き続き、策定委員会や都市計画審議会

での意見聴取や庁内関係課と連携を図りながら、令和５年度での策定を目指す。

2023年度方向性 計画策定までのスケジュール管理を適切に行い、業務委託業者や関係課と連携し、年度末までに計画を策定する。

事業の意図 都市づくりを計画的に推進するため、市の目指すべき都市の将来像を示す。

事業の実績

と成果

取組内容
改定作業の１年目であり、市民アンケート調査や上位、関連計画等の整理、策定に向けた課題の整理等を

行った。

成 果 現状分析や市民アンケート等、作業工程のとおり業務を行うことができた。

事業名 都市計画マスタープラン改定事業 総事業費 5,448 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 計画的な土地利用の推進

基本事業名 土地活用の総合的推進


